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1. ま え が き

石油危機以来,燃料原材料等供給条件の制杓.高盼,更に総需要抑制による需 

要減,後進国の追い上げや輸入制限等による敝路圧迫,公害防除による環境改善 

対策,労働力不足の間題等産業界を取り囲む条件はまことに峻厳で,今やこの激 

動のなかに,特に中小企業産業のあり方や生き方は大きな酝換を迫られておりま 

す。

このきびしい情勢下,今後は省資源,省エネルギー,無公害,知識集約化等の 

技術が要求され,また中小企業の技術水準の向上を目的としてそれら企業の研究 

開発について,より以上稲極的な協力助言が必妾と考えられます。

本年度は窯業工場から排出される有害物質の対策指導の事業を始め,また中小 

企業短期技術者研終(窯業課程)の第】回研修を行なった。

また本年度は特に対応研究に意をそそぎ,業界における製造工程上の色々な卜 

ラブルや問!a点を取り上げ,その発生原因の究明,防止策の指導を行なった。

ここに昭和49年度の業務報吿をまとめましたが,これらの研究成果が県内関係 

企業に広く利用され,技術向上に役立つことを期待いたします。

場長 中崎 S



2. 三窯試の概要

沿

津市に三重県工業試版場窯菜部として設溉明治42年4月

三直県エ象試駿場四日市分場として,四日市市東阿倉川224番地に開設昭和元年12月

昭和9年4月 三重県窯集試跋号として独立

阿山部阿山村丸柱に伊賀分場開設昭和14年1月

戰災により本場建物,投備の全部を焼失昭和20年6月

昭和22年9月 仮庁舍により業榜一部開始

昭和35年3月 旧庁舍完備

昭和37年3月 国庫補助(技術指導慮設費補助金)をうけ験觀M設村(第1回)充・

四日市市東阿會川町788番地に新庁舍建設沔エ昭和43年3月

昭和44年2月 新庁舍落成

国家補助(技術指事施股費補助佥)をうけ樓罷珀設3S (第2回)充・昭和44年3月

昭和45年3月 国・補助(技術指す施設賣補助金)をうけ開故試験室我賓(第3回)完

了

国碟補助(技術指場施設費補助金)をうけ機器址設u(第4回)完r昭和50年3月

模

2.2.1土地・建物

敷 地 11.3 0

il 1 Onf

(内訳)

鉄筋コンクリート造2隋建 3 3况

試作棟 平鉄 屋 it 13か4

诚土棟 鉄 骨 平 域 5 5刑建 4

鉄 骨 平 家 9 6旅it
嵌料置場 A 平tt W it 〇 3旅

変電室 跌 平 家 建 5 9麻

♦ 平 犀 2 9旅

本 館

窯 場

A本 場

その他(ポイラー室,プロバン倉!*,渡！®下害) 2 2nf



B分 場

ft 地 ...................................................4 2 3m*

建 物 ...................................................2 8In*

〔内訳)

本 館....... 木造平家绽.......................... 2 6 9*

その他....... (合庫・便所).......................... 12W

2.2.2菜務の極皿

I依頼試旧

(1)規格試跋またはこれに岸ずる試験

A分 析

a化学分析..... 定性•定食とも

(炎光,金光XW•光遗光度計による比色専徵播分析を含む)

b 鉱物分析..... 、枚回折同定•Siftiftz定(偏光,実体,遇子各潮檄笫による),

外分析鑑定(示差熟分析,熱大片,*Mt張熠定導による)

c 色彰分析 .....  (カラーマシンによる明度,彩度,色相の測定)

d 燃対分析 .....  ガス分析,固体燃料品質炒(水分,灰分,発熱・等),市油&>

賀試妝(引火点,帖度等)

B化学処理試跋

PH測定,耐酸試JK部

C物理的

a常混試檢 ..... EEtt«さ,引張枝さ,曲げ强さ,衝撃強さ,各純比ib( n<かさ,

見掛け),吸水率

気孔率(見掛け),弾性率,可そ性

位度分析(ふるい分け,自動い度分析鶴,アンドレアゼンビベッ 

卜分析法による)

b 熱的試験..... 耐火度,示差熱分析,膨張収16 (残存を含む),熱伝•率,焼曲

度荷・救化,スポーリング,冷威試»！,オートクレー 

ブ試!!•焼成拭駿,その他

⑵改良,試件試・

M,素地,检貝,エンゴーベ,窯道貝耐火物等に関するもの

⑶加 工

切断,汾砕,混棟,成形,焼成,その他



(4)検 定

高温計の補正等

〇技術相談および指導(巡回指導を含む)

企業相談,工場診断,各種調斎

原料の鑑定と適正使用法

窯業機械および装Hに関する相談

デザインに関する指導

陶磁謂および終火物に関する製造,試版,管理等の技術指導

生産技術の改艮に08する指導

その他窯業技術一般に関する相談

・研究結果に関する指運

N設備の貸与

V 新規聲&の試作研究指導ならびに展示

各種««•用演会,携習会,研究叔告会の開催

M 技術・技能者の教青養成

W その他

学界,国および他横関の開催する会合への参加(窯業的会,耐火物技術協会,工業技術連絡 

会肇および関係会・等),ゼーゲルコーンの製造販売.業界の催物に対する協力,見学会のあ 

っせん.建界餐間窖査業府,載)の推進,その他業界の啓蒙および窯業技術の発展を询るに必要 

な事項に関する業榜

2.2.3 組購と業務分担

昭和50年3月31口現在

所K K名 氏 名 主妾担当業務

場 長 中・ S 統括

庶務課 庶務課長 田村电三 庶務統括

土 1' 服部宮英代 ・理•庶務一般

用楕貝 侮山あき 推傍および累挣補助

X M » 試・課長 後・繁策 試噸彙務の統括

主任技師 平成 ・ 熱分析と原材軒の合成研究

同 林 君也 化学分析一般および副材时の化学的研究

技 師 肯島忠親 化学分析

研究室 研究室長 松本蜜司 研究指導業務の統悟



所» »名 氏 名 主要担当業務

研究室 主任技師 水谷 了介 素地袖楽の研究およびゼーゲルコ-ンの品質管理

同 岡森 良次 製造技術の研究指導

技 師 三宅 清路 デザインの研究指導

同 佐波 平三郎 焼成技術の研究指導

同 国枝 勝利 原料,副材料の応用研究

同 熊谷 哉 軸楽,素地の研究

同 小林 或夫 軸楽,素地の研究

同 北川 幸治 デザインと装飾技法の研究

臨時労務員 水谷 麗子 ゼーゲルコーン製作

伊賞分場 分場長 熊野 義雄 分場業傍の統括

主任技師 山本 三郎 伊賈焼に関するデザイン的試作研究

同 谷本 藤四郎 伊賞焼に関する素地袖楽の研究

その他 講 師 日根野 作三 デザイン

2.2.4 決 !1

歳 入
(単位:円)

料 目 金 額

使用料および手数 料 9 2 7,6 5 0

財 産 収 入 8 4 0,2 2 0

計 1,7 6 7,8 7 0

歳 出 (単位:円)

科 目 商 工 費 総 務 H 村

賃 金 4 2 3,8 2 5 423825
報 償 費 4 8 0.0 0 0 4 8 0.00 0
旅 費 7 1 2.0 0 0 1 3.5 0 0 7 2 5
諸 用 費 5.1 3 6,7 4 1 3 0 9.000 5.4 4 5.7 4 1
役 務 費 2 8 0,7 7 1 280.77 1
委 託 料 5 4 2.1 5 2 5 4 2.152
使用料および賃借料 2 2,2 0 0 22200
工事請負費 1.1 8 2.8 0 0 1.182.800
原 材 料 費 2 6 2.9 3 2 262.932
備品關入費 3.7 6 9,9 0 0 3.7 6 9,900
公 課 費 5.。 0 0 5.。 00

計 1 2.8 1 8.3 2 1 3 2 2.5 0 0 13.140,821

(注) 人件費を除く

-5-



3. 業務の内容

a1試 験

3.1.I依頼試快

項 目 件 数 項 目 件 数

定 最 分 所 669 熱 伝 導 率 1 5

耐火度試験 1 2 1 示差熱分析 55

吸 水 試 験 34 焼 成 試 験 4 8

圧 縮 強 さ 64 加 工 7

比 直 測 定 38 X 線 鑑 定 3 I 〇

耐 寒 試 験 33 玺光X糧分析 2

耐 熱 試 験 1 3 軸 試 駿 4

粒 度 測 定 1 9 試 作 7

水 質 試 験 2 副 本 27

き 裂 試 験 4 5

熱膨張率測定 6 3 計 1.5 7 6

3.1.2設備利用 3 25件

12 相後および指導

3.2.1 おもなる技術相談および指導

—6 —

項 目 内 容 件 数

原 料 窯業原材料(陶石,長石,估土,金属酸化物,顔料等) 1 n
の選定,適正利用法,処理法 1 V

軸藥および素地 軸,素地の誠整法,配合比の誠整 3 I 〇

製造 技 術 成形,乾燥,窯,炉材,燃軒,焼成 1 5 6

公害 対 策 排水処理 50

デ ザ イ ソ デザイン(パターン,形状,看彰法)および装飾技法 4 8

品套 管 理 原料管理 1 〇

試 験 法 試戚方法 1 8

そ の 他 8

計 6 I 〇



3.2.2 巡回指導

対 象 巡回企業数 指 導 内 容

万古陶磁器工業協同組合

伊賀焼陶磁38工業
協 同 組 合

50

2 5

本年度は当初の計画に基づき,指専要請のあっ 

た企業への係員の派遣,巡回指導班による現場 

指導を行ない製造工程における欠点防止と品質 

の高級化を図った。

3.2.3作品展審査

赤万古急須品評会 1 

中

回

審査委貝 場 長 崎 懸

意氏&録審食会

審査委員 研究室畏

6

松

回

本 衆司

万古焼新製品•審査会

審査委員 研究室長

1

松

回

本 衆司

三重眼発明工夫展審｝*t会

審査委貝 試験課艮

1

後

回

藤 繁策

3.3 おもな行事

3.3.1展ホ会,研究報告会

事 業 名 開催年月 開催場所

三质県発明工夫展 昭和49.10 ジ・スコ四日市店

第22回全国試跋研究
昭和49.10 柬 京都 立

辰関作品展 産 業会 館

第11回阳給器試験
昭和5〇. 2

愛 知 県

研究機関作厘展 産 業钛易 館

伊賀分場試作品

展 示 会
昭和5〇•1 伊 賀分 場

昭和50. 3本 場
研究報告会,講演会

試作品展示会

内 容

低火度色袖見本を出品

カジュアルウェア】枇4点を出品

ティセット1組4点,オーブンウェア1 
粗3点を出品

伊賀焼新經製M 29組49点を展示

同日,同展示品について!B談会

業務報告,研究報告,試作品展小(出品
点数65点)

特別導演
L Pガス・シャットル炉の熱収吏,熱効率
二イミ㈱取締役社艮新美治男



3.3.2 M習会

事葉名 閲催年月 対象集種 事 業 内 容

講 習 会 毎月1回 万古業界全般
世界の阻磁史について

講師デザイナー日根野作三

4 9. 3 ff 工場排水処理装atについて

3.3.3各種委R会

委員会名 開催年月 出 席 者 内 容

三窯試委貝会 4 9. 7

5 〇•1

業界側委貝8名 

試設場側委目4名

業界側委目9名 

試験場側娄且4名

デザインと装飾技法の指導につい

て

商&化できる新製品の開発

装飾技法の指導について

三窯試運営

協 ・ 会
4 9. 5

委 員7名

幹 ・ 4名

窯集試跋場の業捞について

昭和49年度事業計画について

3.4 ゼーゲルコーンの型遗と販充実・

区 分(SK) 生産庵(本)
fc 充

数 (本) 金 額(円)

11〜〇1 a 2 7.1 8 1 3 7,3 9 5 7 4 7.9 0 0

計 2 7.1 8 1 3 7.3 9 5 7 4 7.9 0 0

15研修,技術指導等

7名 ろくろ成形,軸•デザイン

(4啊4月〜50¢ 3月)
技能者費成 11名

4名 崎画I 4性4月〜50¢ 3月)



i名 軸,aa料,シルクスクリーン

(49年4月〜同年8月)

海外窯菜技術研修生 2名

1名 陶磁罷製造技術全般

(49年4月〜同年8月)

1名 軸,絵具

技術 指 導 2名

1名 化学分析

3.6 昭和49年度中小企業技術者短期研修・座(昭和4&年9月2日〜】〇月4日)

受通者26名 講師8名 実習講師 騒且全何



I研1)

ベ・タライトの焼成性状について

試H課 平ff 〇

1•まえがき

ペタライトを焼成すると,3ースポジュメン 

固溶体が生成し,熟脳狼率が低くなる。この性 

知を利用した耐熱陶器が製此されているが•こ 

れを・より合理的に製造するための覆野として. 

市販されているべタライト价束を各楝の汲せで 

焼成し・各焼成物について,xwu可折とy張 

の彌定を门なった。生の試州については・小光

/ti ベタライトの化学組成

熱分析•热奉址分析もあわせて行なった。また. 

ペタライトッ石についても,Xlft冋忻と热膨張 

の閱定を行ない参考とした

2.侦料および焼成

この実駿に使用したべタライト粉木は•既報D 

したものと向であるが,便宜上,化学«!成と 

粒度分布については再掲する(表I. 2 )〇

R.2 ペタライトの敎度分布

化学成分
-- ——

%

1 SiO, 1 

76.72 ,

\1»〇3

15.49

! F〃 6 1

〇, 12

ChO 

“ |
MpO

tr 1

3

0.81

ゝいz() 1 Li^O 1 I^oss

0.96 1.08 0.79

A.とBlT.A,とを同時に測定した,メ打の缺は 

T.G.Iでは 500.00♦: UT.A.では钓 500■«で.

mesh 6〇--80 8〇--100 100--150 150 — 200 200 <

% 0.5 0. « 5.6 11.4 81.7

XWM折の結果は.»5 h<C>hすとおりで 

あ矶

焼成は,炭化けい本発»5体使用のと处炉を使 

用し,PJD-SCR割伽によって•弃降汨と 

b 5 C/ min,各・i高温度でI hr保持の台形ブ 

ログラムでしなった。K料の喜芻は,アルミナ 

應器を使用した。還度の灣定は,PR6 -30»« 

対を使用し,試料容器のすぐ外側で測定した“

IX T. X 用中性XHUa Al2()> 5〇()〇«てある。 

試料容器は、Pt90. PhlOの合金製で.ベリリ 

ア映プロ ソクに入れ,て彌定した。

結果は•M I IC/J;すとおりである。

3.示蔓熱分析(D.T.A.)および 

熱・・分析(T.G.A.)

測定条件け,lOC/minの昇溫速度で,T.G.



ペタライト(市販粉末)の示差熱分析,加熱減!t曲線

4.熱膨強

1300C以上で焼成した試料は,焼固物から物 

5x 5X 50 (■■)の角・を切り出して心体と 

した。また,1250C以下で燒成するものは, 

アラビアゴム20%水溶液を用いて,直径灼7.8 

の丸榛に成形,焼成後,切断,研摩して,6 0 

x50(mi»)の丸椁に仕上げ試駿体とした。

生試料は,測定の際添加物の影・が現われる 

ので,原石から切り出した試対についても測定 

し,参勇とした。この原石は,図5- aのX糠 

回折對でbわかるように,ほとんどペタライト 

から成っている〇厚石からは,a, b. c軸に 

それぞれ平行になるように,5 X 5 x 50 (bib) 

の角棒を切り出して試时とした。

試料ホルダーと押株は,石英ガラス製を使用 

した。昇温速度は5C/wである。

ベタライト原石の熱餘張曲梅の一例を図2に 

示す。なお,原石についての詳細は,別柩で報 

告する。

P3 3は,ペタライト焼成物の熱張曲畋の内, 

上要なものを比較したものである。

焼成温度と熱蜂張係数との懺係は図4に示す 

とおりである。
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5. X探回折

焼成温度と生成紋物との関係,およびおおよ 

その・的関係を知るため,各焼成試料について 

粉末法によるX線回折試駿を行なった。その内, 

主套なもののパターンを図5- bに示す。

K5-a ペタライトのXMI回折圖

35 KV 15mA 
filter Ni

p :ペタライト
Q：a—石英

a-S : a —スポジュメン
S : Pースポジズメン固溶体

Ab :普良石
図5-a,図5-bに共通

-13一

図4 ペタライト焼成物の平均線膨張係JS



図5-b ペタライトのX線回折図

120Ot
▲ii lL ー ー …也_______一

10 20 5 40 50 60 7〇
2〇

1250 て

项11

2〇

1360 て

______ L! 一 …_A —一

10 20 30 〇 50 60 70
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図6は,ベタライト,a-石英,/?ースポジ 表わしたものである。回折嫁の強度はビーク高 

ュメン固溶体の各最強線と焼成温度との関係を さによった。

図6 ペタライトの焼成溫度と主要鉱物成分(X»L回折による)

6.考 察

① この実版に使用したペタライト忻末は主 

成分ペタライトの他に,a-石英,aースポジ 

ュメン,白長石,レビドライト,aーユークリ 

ブタイト3を含有することがXlf»回折の話果認 

められた。

② 示差熱分析曲線は,多くの鉱物成分を含 

むためか比較的複雑な形を示している。水分の 

脱出によるものらしい吸熱ビークが300Cまで 

に認められる。570 C付近に,も英の虹移によ 

る鋭い吸熱ビークが緩められる。900 Cから 

1200'Cにかけて4個の発熱ビークが现められる 

が,これは主としてペタライトが分解しZ?ース 

ポジュメンが生成することに紀因するものと考 

えられるが.紋物組成が複推な点もあって,こ 

れまでの試狀結果からはまだ断定はで・ない。

③ 熱兩•分析の結果によれば,室温から約

600 Cまでの間に,0.78%まて役やかに減・し 

その後!300 Cまで,はとんど真•変化は銘めら 

れない。

©各試料の熱膨張曲糠を比較検討した結果 

を妥杓すると次の様になる。

原石から切り出した試捋によれば,約1000C 

から題激で異常に大きい膨張がc軸方向に現わ 

れている。粉末から成形した試料も,1000-C以 

Fで焼成したものは,やはりこの!B富が现われ 

ている。

5731付近に見られる石英の転移による!!常 

影强は,1260C以下で焼成した試料に场められ 

たが,その難張用は焼成温度の低いもの程大言 

い。

ペタライトの焼成ii度は高い程,その焼成物 

の熱彫張率は低くなる。ただし,焼成温度が 

1460 Cを越えると,ガラス化が進んで熱膨张率

-15-



も高くなってくる。この関係は,膨張係致で比 

絞した方がわかりやすいので,室温から700r 

までの平均線膨張係散と焼成温度との関係を図 

4に示した。140〇〜1460Cで焼成したものか最 

低で,負の・張係数を示している。

1460 C以上で焼成したものは,800 C くらい 

から軟化する。15001Cで焼成したものは,ほと 

んどガラス化していて,この現數が著しい。

⑤ ペタライトの焼成温度と各焼成物中の主 

要鉱物成分との関係をX線回折によ・>て誠ペた。

ベタライトは,杓1000C以上で急激に綾少し, 

約!100 Vで涓失する。

/?ースポジュメンの生成は900U <らいから 

切められ,それより焼成温度が高くなるにした 

かって,その生成・は多くなり,約1440Cで 

最大となる。

aー石英は約!100Cから綾少し始めるが,こ 

れは0ースポジュメンとの固渚!W係が増すため 

と思われる01440 C以上ではガラス化が急速に 

進み,1500CTは％全に消失する。

@スポジュメンのL12〇・AhQ> -SiO2 

の分子比は1：1：4 Tあり.純悴なペタライ

卜の分千比は1:1:8である。この実狀に使 

用したペタライト物末は,化学組成から分子比 

に換算すると約1：1.1：9.3になるが,これ 

を!440 C tで加熱,冷却したものは,ほぼ, 

この割合で固溶しているものと£!われる。すな 

わらペタライトを単味で焼成しても,1:1 

:9程度の分千比を持つと理われる。スポジ 

ユメン固渚体が生成し,負の熱蘇强係数を示す。

7.まとめ 

で焼成し,各焼成物についてXMI回折と熱膨張 

の灣定を行なった。また,生の就料については, 

示差熱分析,分析もあわせて行なった。

結果を要約すると次のとおりである。

① ペタライトの焼成温度は,約1400Cまで 

は高いほど,その焼成物の熱北張率は低くなる 

が,特に1400～ 1460cで焼成したものは最も 

低い値で,負の熱膨張率となる。

15001で焼成したものはガラス化の現象が暑 

しい。

② ペタライトの焼成浪度と,各焼成物中の 

玉要鉱物成分との関係をx掠回折によって活ベ 

た。

ベタライトは杓110〇CPA失し,8-スポジ 

ヨメン固港体は的1440Cの焼成で最大となる。

aー石英は杓!100Cから誠少し始めるが,C 

れは0•・スポジュメンとの固港関係が增すため 

のようである。

③ この実版に使用したべタライト粉末を約 

1440Cで焼成すると,Li2・Al,0"9Si02 

程度の分(比を持つと思われる0—スポジュメ 

ン固溶体が生成し・員の熱!:强係点を疥す。

(X献)

1):三窯試報,7.(1973 )

71〜80

〔付 エ案技術情報•1.(1974 ) &2

および»ftAh33(1975)に一部捲戦“

昭和50年3月13日当場主僱昭和49年度研究報 

吿会で口頭発表。

市散されているべタライト粉末を各・の温度
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表2 試料の合比(か)ペタライトと水ヒ木節牯土は弟1報2)と同じ 

bのを使用した。は既報。された中か 

ら試対番号60のものをigんで使用した。

12 試料の觸整

ペタライHil4001で1hr焼成後,徴粉砰し 

て用いた。

試料番号と胃合比は表2のとおりである。

胃合物は磴製?I鉢で湛式庞合し,<jこう板上 

で適与な水分に瀨整後,ift径約IObhdの丸律に或 

形,自然乾燎させた。

焼成は,或気炉で昇降温とも5C/皿とし, 

各最麻温度で1hr保持した。焼成汲度の鍛髙は

耐熱陶磁器素地の研究(第2報) 

焼成ベタライトー粘土系素地について

試技課 平賞 9

1.まえがき

あらかじめ•ペタライトを焼成することによ 

って。ースポジュメン固溶体に変え,その粉末 

に估土を配合すれば,比較的低itt度焼成で多孔 

質低熱膨張性の素地が得られる。

ペタライトの焼成性状は別表リのとおりであ 

るが,その钻果に事づき•1400Cで燒成したペ 

タライトに木節帖土を配合した場合と•妬聘牯 

土を配合した埸合について,焼成収縮率,吸水 

率,黙影張率の渊定を行なった。

2-試料のOH整

Z1原料

この実虢に使用した県軒の化竽組成は表!の 

とおりである。

R! 原料の化学組成(Wt.%)

(阿山郡
Willi産)

响名 SiOl AI2O3 FeiO» TiOa CaO MgO KjO NaaO Li»O 1(¢.loss

1X 2) 
ベタライト 
(金生興業)

76. 72 15. 49 0.12 0.81 0.96 4.08 〇• 79

2X 3) 
水ヒ木節粘上 
(黒崎窯業)

49.84 29.32 2.88 — 0.56 〇. 57 1.12 0.53 14.68

4)
妬費毡上 61.53 19.29 4.47 0.50 0.28 1.73 3.00 1.46 7.15
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1150 Cまでとした。

3 実験方法および結果

a1焼成収縮率

配合比,焼成損度,焼成収縮率の関係は,圖 

1,2のとおりである。いずれも,生のべタラ 

イトを使用した際のような嚳娘の現象は見られ 

ない。

図1 配合比,焼成ifl度,焼成収縮率の関係

図1は木節粘土と焼成ペタライトを配合した 

場合である。木筋粘土10%では,焼成iti度にか 

かわらず1%以下と低い値であるが,木師牯土 

の割合が多くなると焼成収縮率は高くなり,焼 

成混度の相貝による差も大きくなる。

図2 配合比・焼成混度・焼成収縮率の関係

,* ・ いI

図2は妬罪粘土と焼成ペタライトを配合した 

場合である。900 C焼成の場合は配合比にかか 

わらず,焼成収縮率はほとんど変わらず0.5% 

以下と低い旭である。妬器估上10%の配合では, 

焼成温度にかかわらず焼成収縮率〇. 6 %以下と 

低い値である。妨器帖土の割合が多くなると焼 

成温度の相異による彫・が大きくなってくる。 

同一焼成沮度の場合,估土分が多いほど焼成収 

縮率が!« くなるわけではなく,1000～1100C 

の焼成では妬SS估土 6〇〜90為の試対が最も高 

い個を示している。

3.2 吸水率

熱膨張測定後の試料を用い,佣定操作はJ IS

R2205- 1955 Kよった。
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その表面を取り除くように切断,研摩し,60

X 50(岫)の丸棒に仕上げて用いた。試料ホル

1000 1100 1200

ダーと押棒は石英ガラス製を使用した。昇温速

度は5C/«mである。

図5は木節牯土と焼成ペタライト,図6は16

図5焼成温度と熱彫張係数との関係

焼成•度(X)

図1配合比,焼成温度•吸水率の関係

図3は木節粘土と焼成ベタライト,図4は妬 

覊粘土と焼成ペタライトを配合した場合である。 

粘土の配合比が高いものは,焼成温度の相達に 

よる差が大きく現われている。900C焼成の場 

合は估土の配合比が高くなるに従って吸水率も 

高くなり,1150C焼成の場合は粘土の配合比が 

高くなるに従って吸水率が低くなる。100〇〜 

1100 C焼成の場合は,この中間の値を示す。

妬器粘土を70～ 9〇%配合し1100Cで焼成し 

た場合,および妬器粘土を80%以上配合し1150 

Cで焼成したものは,吸水率が特に低くなって 

いる。

3. 3熱膨張性

熱膨張率の測定は,各温度に焼成した試料を,

-19-
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〇 !00 200 300 400 500
A 度(X)

器粘土と焼成ベタライトを配合した場合の焼成 

温度と熱膨張係数との関係を加別にまとめた 

ものである。

2. 3の例外を除いては焼成ベタライトの配 

合比の大きいものほど熱厳張係数は小さくなっ 

ている。中でも,木節牯土io%でnooc以下の 

焼成,または佑器佔土10%で105oc以下の焼成 

による拭料は員の熱膨張保数である。

木節粘土配合の試料は1100C以上,妬罪粘 

土配合の試Wli1050cu上で焼成すると,熟膨 

張係数が大きくなる傾向にある。

以上から推定して,估土分10-20%,焼成 

温度1050 C以下のとき,輸話强係玫が〇に近い 

素地が帰られると恩われる。

900 V,1000C,1050¢,1100 C,1150

•Cの各温度で焼成した試対の熱霧張曲故は,図

200 300 400 500 600 700
A « (T)

図91000-C焼成試料の熱脳張曲檢

図101000 C焼成試料の霧强典線

A 度

図111050 C焼成拭同の熱蜂張曲嫁

(x)

900 C焼成試料の熱膨張曲掠

600 700 800

—2〇 ー



図121050 C焼成試！4の熱膨張曲掠 図151150 *C焼成試料の熱彫張曲線

A 度(で)

図14 UOO-C焼成試料の熱膨張曲嫁

し,■ • • ■ ～ 一・ ■■■■■・・ ・ ・ dー-- .
〇 !00 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

図161150 C焼成試料の熱膨張曲線

-OIL- 
!〇6～200 300 400 500 600 700 800 900 1000

金 度 (t)

焼成ペタライトを多く配合した試料ほど熱膨 

張率が低くなっている。

焼成ベタライトを90%配合し1050C以Fで焼 

成した試料は,食噸陣を示し級やかな曲線 

となっている。焼成ベタライト80%の試时も, 

低温度では熱膨張率〇%に近く,耐熱性にすぐ 

れていると思われる。

木節牯土を多く配合した試料(試料番号】〜 

5)を!150Vで焼成すると,クリストパライト 

が生成し,図15の熱膨張曲線に現われている。

4.まとめ

〇 !00 200 300 400 500 600 700 800 900

A 度(て)

£

・

季

诺,

s

*

«

矛9
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ュメン固溶体とし,その粉末に水ヒ木|5粘土ま 

たは妬罪粘土を配合し,9001,1000C,1050 

C,11001c,1150 rの各温度で焼成した試料 

について,焼成収縮率,吸水率,熱彫張率の測 

定をおこなった。

結果を要約すると次のようになる。

① 粘土を10%«合したものは,焼成温度に 

かかわらず低い焼成収縮率を示し,木15粘土使 

用の場合1%以下,妬器估土使用の場合0.6% 

以下である。

帖土が多くなると焼成収縮率も髙くなり,焼 

成温度の相異による差も高くなり,焼成ifl度の 

相員による差も大きくなる。

妬認粘土を使用し,900cで焼成した場合の 

焼成収縮率は,配合比にかかわらず0.5%以下 

と低い値を示す。

② 粘土の配合が多いと,焼成ifl度によって 

吸水率が大きく変わる。

妬器粘土を?〇〜90%配合し1100Cで焼成し 

たKW,および佑器估土を80%以上配合し1150 

Cで焼成した試料は,吸水率が特に低く,1212 

1%以下である。

③ 焼成ペタライトを多く配合したものほど 

熱膨張率が低くなっている。

焼成ベタライトを8〇〜90%配合し10501C以 

下で焼成した素地は,熱し張率が極めて低く, 

耐熱性にすぐれていると思われる。

同一の田合比でも焼成温度があまり高くなる 

と,熟話張率が髙くなる。

木節估土を多く配合した試対を1150Cで焼成 

すると,クリストパライトが生成する。

〔文献)

1) 平貝豊:三黛試報.9,(1975 )

2) 平«ft :三窯試報,7.(1973 )

3) 熊野義雄•橋本錦吾:三窯試報,5.

(1971)

4) 橋本錦吾,他8名:三窯試報,4.

(1970 )

I付虹)

工業技術情報,1,M2 (1974 )および窯技, 

Ah 33 (1975 )に一部掲職。

昭和50年3月13日 当場主催昭和49¢®研死 

報告会で口面発表。
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〔研3 )

低火度無鉛色釉の研究

研究室 熊谷 哉

1•まえがき

陶磁階食卓用品,台所用品に色軸は不可欠の 

ものであるが,これらの中には一般に給が含ま 

れているものが多く,使用中に鉛が溶出する恐 

れがある。そこで,その安全対策として,

① 鉛を使った色軸に対しては,耐酸性に優 

れた良質の色軸を用い,適正温度で焼成するこ 

と。

② 鉛を使わない色軸を作ること。

の2点である。

本試駿は後者即ち,鉛を使わない(無鉛)低 

火度色軸を作ることとした。

2•鼠験方針

市販の無鉛フリット(9種)に対する,金幅 

酸化物(10種)および市販顔料(16種)の適合 

性試駁(発色,溶融状態など)を行ない,フリ 

ットを選定する。

次に,定したフリットを使い,艮石,珪石, 

石灰石,亜鉛華などを適当な割合に配合し,良 

質の基礎袖(貫入,溶融状態など)を調整し, 

この基礎軸に前記金國酸化物,および市販顔料 

を各々添加し,色軸を作る。

更にこの内特に安定した発色を示す色軸(顔 

料)を数種類選び,それら色袖(顔料)の混合 

による多様な色軸を作り色見本を作製する。

また基礎袖にチタン,錫,ジルコン等乳白剤 

を添加し乳白軸の試験も行なう。

3.就験方法とその結果

3.1フリットの選定試験

表Iに示す市販無鉛フリット100に対し表2 

に示す金属酸化物,および市販顔料,更に土岐 

口蛙目を各々表2に示す割合で添加し,機械乳 

鉢で湿式物摩した後,45X50X7 (mm)の拭酸 

体に,筆塗りして,炭化珪素発熱体竈気炉で

1050Cに焼成し,フリット—金属酸化物系, 

およびフリット ー顔料系の焼成後の発色, 

溶融状憩などを翻べた。

なお,使用した素地は万古陶磁器エ葉協同組

表1 使用フリットの性質

品 番 種 類 熱彫張係数 メーカー

T - 20 無 鉛 透明 240 X 10 7 日阳産業

M - 1 無鉛おりペ用 218 x 1〇"

M - 120 無 鉛 透明 306 X 1〇ー？

F A - 803 ジルコン乳白 203 X 10" 日本フェロー

1121 一 F 無 鉛透明 324 X 1〇ー,

3127 一 F 198 x 1〇 r V

3210 - F 〇 278 X 1〇 ーI
F -1005 — 日本フリット

F - 11 クリスタルフリット 216 X 10-, 日陶産業
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襄2 金属酸化物および顔料,蛙目の添加割合

添--------- -一-------- ----- 各フリット100に対する添加”(外割 応量

酸化ク・ム,酸化コパルト,酸化SB, SM匕二フ 
ケル,二酸化マンガン 3 %

クロマイト,ジルコニット,酸化チタン, 
弁柄,黑浜 3 %

顔料 (別掲) 10 %

土岐口蛙目 10 %

合の低火度用素地

使用顔料

P — 40ブラセオ黄,Z-300パナ黄,M- 

13赤茶,M-2チ・コ,T-304オレンヂ・ 

S P-71 ft, M—66歩ーモンビンク,M- 

923コパルトブルー,K-183紺育,M- 

5000トルコ青,SP-135ヒワ,M-151 

うぐいす,M-120ビーコフク,J -24グ 

レー・M- '300 »(以上16 種)

その桔果特に目立った点4J»次のようである。

① T-20. M-120, 1121,1005の各フリ 

つ卜使用では,全体に或は部分的に色が消えた 

り変色したりするので色輸を作るには適さない。

② M-120. 112I各フリフト使用では,素 

地のはくりが粗る。

③ FA 803, 3127両フリットを除いては, 

はとんどが焼成後に貫入がくる。

④ 全貌的にフリット単味の色軸だとビンホ 

ール,泡などが多く残り,欠点がでる。

⑤ クロマイト,J-24グレーなどはフリワ 

卜の建いにより多様な発色をし興味深い。

以上から格礎袖を作るフリットとして3127. 

3210. M-1.F-11のフリットを選んだ。

3.2 基礎袖の・整試験

長石,珪石,石灰石,亜鉛華などを使い,次 

に示す三つの系(A〜C )について,3.1の結 

果より選んだ4種のフリフトを各々配合し基礎 

翰の試験をした。なお焼成後の試款体について 

オートクレーブ技跋(7気圧,I時間保持)も 

行なった。

A系:フリフトー注石一長石一娃目 

B系:フリフトー珪石一亜給華ー蛙目 

C系:フリットー珪石一石灰石一蛙目 

各系の配合割合は図1の三角座標上に示した他 

!〜恤50である。

図1 配合点座標

24-
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(CJk)

冬々のフリットについて,これら50の配合を 

3.1と同様樓械?I鉢で湿式娜摩後ス驗体に据塗 

りをし,您気炉で10501C, U00Cの2段階で焼

表3 良質な禁礎袖の例合割合 

成後の溶融状態(焼成後およびオートクレープ 

試«1後)などを耦ぺた。

その結果は次のようである。

1. 焼成後の貫入(オートクレーブ試験舸)は

① B系が一番少なく,次いでA系,C系であ 

る。

② フリット副では312?フリフト使用が斂も 

夕なく.次いでM1フリットである。

③ 3210, F-1I各フリット使用はほとんど 

全県合で貝入がくる。

④ 焼成温度を50C上げると(1W0C焼成) 

全体に貫入のくるのは減少する。

2. オートクレープ試験により

(D 3210. F-11各フリ卜使用では,いづ 

れの系でもU入が入り,从礎袖を作ることはで 

きなかった〇

② M-1.312?各フリット使用の場合,A 

系B系で貝人の入らない良鮫の基礎輸が見出せた。

なお各系における透明,失透,マットの範囲 

については,50Cの温度差では,さほと•変化は 

見られなかった〇

以上から良質な基礎袖として次の4H(A~ 

D)を週び表3に示した。

尊礎袖 A 峯礎轴 B 基礎軸C 曜憲輸D

312? ド:50 3127 F : 80 3127 F : 60 M •1：50

亜鉛革:10 珪 石:20 長 石:20 亜鉛華:20

珪 石：40 蛙 目:10 珪 石:20 a 石:so

鮭 目:10 蛙 目:10 蛙 目:10

光沢透明度 光沢透明輸 半っや渭軸 マット袖

一 25一



3.3色袖の試験

3.2の結果より得た良質の备礎軸A〜Bを使 

って,金属酸化物及び顔料を基礎袖100に対し 

表2の割合で添加し,試験体に攣塗りして1050 

C,1100Cの2段階で焼成し,燒成後の呈色, 

軸面の状態などを間ペた。その結果は次のよう 

である。

① 全般的に見て基礎軸A系とD系,B系と 

C系とは,ほぼ似た発色状憩を示す。

② A系とD系,B系とC系の各グループで 

発色の大きく変るものとしては,酸化クロム, 

弁柄,黒浜,二ッ化マンガン・M-2チ・コ, 

K-183 MtW, S P -135 ヒワ,M-151うぐ 

いす,M-120ピーコック,J -24グレーであ 

る。これらの建いは各グルーブの亜鉛華の有無 

によるbのと思われる。

③ A. B, C, D各系で各々違った発色をす 

るものは,酸化ニッケルだけである。

④ 二酸化マンガン,酸化コ,くルト,の添加 

は翰面が部分的にハゲ模様となる点でよく似て 

いるが,酸化コバルトの場合は,多数の泡が浅 

り,二酸化マンガンの場合はビンホールになっ 

たり,ふいたりする。

⑤ 顔料の場合,M-2チ・コは二酸化マン 

ガン添加とよく似た傾向の軸面になる。またK

183柑青,M- 923コバルトブルーは酸化コ 

パルトの添加ほど悪い袖面にはならない。

⑥ 50Cの焼成巾により発色が変わってくる 

ものとしては,基礎輸Aを使った場合の,酸化 

クロム,酸化チタン,井柄,SP-71桃,M — 

151うぐいすである。また基礎軸Bの酸化チタ 

ソ,酸化ニブケル,T- 304オレソヂ,S P- 

71桃,SP-135ヒワ,禁礎軸CではSP-71 

桃・基礎翰Dでは酸化チタン,S P-71桃であ 

った。

3. 4 色見本の作製

3.2の峪果より選んだ基礎輸Cと,3.3の結 

果より安定した発色,袖面を示した色軸をもと 

にして選んだ料7H烦(P-4Oブラセオ黄, 

M-13赤茶,T- 304オレンヂ,M 66サーモ

図2 21•の顔料の混合割合



汨丨1111山 N -5000 
トルコ青

ンピンク,M — 923コバルトブルー,M-5000 

トルコ青,M-151うぐいす)を使用し,各々 

2種の顔料の混合による色見の作製をした。

各々の顔料の混合比は図2に示すように, 

2種の顔时の合計が基礎袖100に対し10%にな 

るように混合する。

図2に示す配合割合で3.1と同様辰械乳鉢で 

湿式細摩後,試験体に施軸し焼成した。

その結果安定した2001«烦ほどの色軸を作る 

ことができた。

3.5 乳白軸の試版

3.4で使用したと同じ携礎軸Cを使い,表4
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に示すように珪酸ジルコン,酸化綢,酸化チタ 

ンを基礎袖】00に対し各々3, 6. 9% ( A, 

B, C系),およびこれら乳白剤の内2種また 

は3種を合計が10%を越えないように配合(D 

系),添加し3.】と同様,機械乳鉢で湿式細摩 

%・試駿体に施軸,焼成した。

義4 乳白削の配合割合

A系 B系 C系 D 系

基礎輸C 100 100 100 100

珪酸ジルコン

酸化縄

酸化チタン

3 6 9

3 6 9

3 6 9

3

3

3

6

3

3

3

6

3

3

3

6

3

6

3

3

3

3

6

6

3

その結果

A系では6%, 9%で乳白軸となり,特に9 

%のときが良好であった。

B系では9%で乳白袖のようであるが,うす 

いビソクに着色し,窯のふん囲気により変わる 

と思われるので不適当である。

c系ではすべて淡黄色になり不適当である。

またD系の内珪酸ジルコン3%酸化紛3%の 

時,および珪酸リルコン6%の酸化繹3%のと 

きに良好な乳白融となった。

4.まとめ

無鉛フ ')つ卜使用の安定した鹿質の低火度色 

輸(1050～1100C )を作ることを目的に,フ 

リットを環定し,そのフリワトを使って基礎輸 

を作り,幕礎軸ー金81酸化物系,および基礎 

袖—麗时系について,その発色,溶融状!〇な 

どを幽ベ,更にこれら色軸の混合により,200 

数««の色袖の見本を作成した。同時に二,三の 

乳白剤の試験も行い乳白として良好なものを得 

た。ただ今回の試駿では,使用したフリフトの 

種類も少なく,全部フリット化を目的とし,後 

入れ原料を少なくしたため,多«1珀の基礎輸を 

作ることができず,また数種類のU料の混合に 

よる色袖に終ったが,今後金属酸化物と顔料の 

組合せ,またもっと多種類の顏料の混合による 

更に多くの色携の軸見本を作婪する予定である〇

また市販のフリットを使用した関係上,もっ 

とも発色に影・を及ぼすと思われる塩基組成が 

不明なため,間B8があり,今後の課覇として究 

明の予定である。
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〔研4 )

艷黒釉の研究

1.目 的

SKIa〜SK6までの全般に渡る安定した陡 

黑輸を短期間に試験することにある。

なお一般に考えて試林の順序が逆と恩われる 

点もあるが,それは短期間にこの試験を完了さ 

せねばならなかったからである。

以下に試姬を行なった順に方法,結果などを 

配す。

試域方法从從軸として以前fjなrた•低火度軸 

の研兜.で使用した荣礎袖A (平津艮石60,福 

息!佳15.ノ石灰15, LfeUttUlO, PSフリット

研究室 熊谷 战

15)を使った。 酸化物としては市販の酸化ク 

ロム,ベンガラ,クロマイト,二酸化マンガソ, 

酸化コバルト,酸化第一鉄を適当に粗合せ,fid 

合し,11501焼成でテストを始めた。以下に 

并SBを記す。

2試 験

ヌい】 酸化クロム(クロマイト)ペンガラ 

系基養袖Aを100に対し农1に示すように酸化 

物の合計が】〇%, 15%になるように配合し, 

U5ocで焼成,発色,袖面の状態等を<«べな〇

試験】と同じようにして,表2,衣3の如くのは,色がこげ茶になり,残りはすペて茶色と 

く祜果>ペンガラをクロマイトで3E挽したも

表】 クロムペソガラ系の配合表

試號2 酸化コパルトーペンガラーマンガソ糸

基株 釉 A 100 100 100 100 100 100 100 100

酸化ク ロ ム 7 5 3 5 10.5 7.5 4.5 7.5

ペ ン ガ 9 3 5 7 *- 4.5 7.5 10.5

ク ロマ イ ト — — 1 5 — 一 7.5

なり黑の発色はしなかった。なお輪面の状態は 

良好であった。

配合し,11501CT焼成,発色,袖而の状卷な 

どを調べた。

52 コパルトペンガラーマンガン系の配合表

基礎輸 A 100 100 100 100 】00 100 100

酸化コバルト 3 3 3 2 4 2 4

ペソガラ 2 1 3 2 2 3 1

二酸化マンガン 5 6 4 6 4 5 4
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表3 コバルトーベンガラーマンガン系の配合表

基礎軸 A 100 100 100 100 100 100 100

酸化コパルト 4.5 4.5 4.5 3.0 6.0 3.0 6.0

ペソガラ 3.0 1.5 4.5 30 3.0 4.5 1.7

二fi!化マンガン 7.5 9.0 6.0 9.0 6.0 7.5 7.5

<結果> すべて晚黒になったが,袖表面に好 

ましくない楔様(たとえば軸表面に週剌の金城 

酸化物などが析出し,その模様が商臥価知を低 

下し好ましくない)ができる。この模樣は添加 

酸化物の合・か多いほど(表2の配合より友3 

の配合の方)多くでる傾向にあった。なお軸掛 

けの薄い,すけた部分をろると,コバルトが多 

いとこん味に.鉄一マンガンが多いとグリーン 

味になる。

試験3焼成・方法の変化について

試験2で表面に出た好ましくない模様の慷因 

を翻べるために次に示すよ,@の二つの方法で 

焼成検的した。

④試駿1及び試狀2で行なったと同じ間合の 

試験体を1150lで30分保持。

回上記0)と同じ配合の試技体を1100 Cで2時 

間15分保持。

<結果>表面の好ましくない横様は«(◎の

H4 コパルトーペンガラ系の配合表 

如き焼成方法を変えても消えなかった。なお輸 

面の状態(軸のとけ貝合)11®.厄)共同じよう 

であった。

試駿4酸化物単味の添加メ探

丄祀表面の好ましくない模樣を調べるために, 

基礎袖Aを】00に対し,一酸化マンガン2.3.4.

5.7%•酸化コバルb 2.4.6. 8%,ペソガラ2.

4.6.8%を各々添加し11501, 30分保持で焼成 

した。

く結果>マンガンの5,7%,コバルトの4.6 

%で表面の好ましくない模様が出た。またマン 

カンの全て,およびコバルトの2%,ペンガラ 

の2.4 %で»fflかい泡が及る。

酸化コバルト-ベソガラ系

マンガンの添加が表面の好ましくない模様に 

悪彫・を及ほすのではないかと思い,マンガン 

を使わずに,氏4の配分でした。

基礎軸 A 100 100 100 100

酸化コバルト 1 2 3 4

ペソガラ 9 8 7 6

<粘果> 表面は依然として好ましくない模様 

が出る。発色は黑味が不足し,ペンガラが多い 

と赤味をおび,少なくなるにつれ,グリーン味

からこん味に安る。

XM6 試験2で・tも発色として良好であった

酸化コバルト3,ペンガラ3,二酸化マソガン
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4の配合を基礎にし,この系でのコバルト・ぺ 

ンガラ,マンガンの各々の影警を調べた。

即ち表5に示すように

部礎袖100に対しペンガラ3%,マンガン4

!とし,コバルトを〇〜5%まで1%きざみに 

添加。

側礎袖100に対しコバルト3 %,マンガン4% 

とし,ペンガラを〇 ～5%まで1%きざみに添 

加〇

例礎袖100に対し,コバルト3%,ペンガラ 

3%とし,マンガンを〇〜6%まで1%きざみ 

に正加し各々1150Cで30分焼成した。

表5() コバルトー-ンガラーマンガン聚工合表

基礎袖 A 100 100 100 100 100 1 00

酸化コバルト 〇 2 3 4 5

ペンガラ 3 _±1 3 3 3 3

二酸化マンガソ 4 4 4 4 4 4

E5<b) コバルトーベンガラ-マンガン呆の配合表

尾礎袖 A 100 100 100 100 100 100

酸化コパルト 3 3 3 3 3 3

ペンガラ 〇 1 2 3 4 5

二酸化マンガン 4 4 4 4 4 4

我5(c) コバルトーペンガラーマンガン系の配合表

基礎袖 A 100 100 100 100 100 100 100

酸化コ・ハルト 3 3 3 3 3 3 3

ペンガラ 3 3 3 3 3 3 3

二酸化マンガン 〇 1 2 3 4 5 6

く結梁> ©コバルト2%以上で黑になり,コ 

パルトが増すにつれ好ましくない模様は多くな 

る。

年)ベンガラ3先が一番よい。2%1 

では青色,4〜5%になると好ましくない模様 

が多く出る。

©ft面の好ましくない模様は全部に 

出るがマンガン添加の少ない程(3%, 4%) 

好結果である。

試験7 M礎軸中のフラノクスの影・

先に中のフラノクスとしてPSフリフ 

卜を使ったが,それに買快え!121.M35, 

3481, 3909の各フリットおよびUフラックスを 

各々表6に小すような割介で添加した。同暗に 

酸化物としてコバルト3%・ベンガラ3%tマ 

ンガン4%を添加した。
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表6 フラックスの違いによる配合表

平津長石 60 60 60 65 65 60

福勵荏石 15 15 15 15 15 15

馭 石 灰 15 15 15 15 15 15

土岐口娃目 10 10 10 10 10 10

S Pフリ7卜 10 15 20

3 4 3 5 F — — — 1 5 20

3 4 8 1 F — - — — — 1 5 20

11 2 1 F — : 1 5 20 — — — —

3 9 0 9 F — — — - — ■ ■ — — — 1 5 20 — —

Uーフラフクス — 10 10

く結果> 表面の好ましくない模樣は各フラッ 試賊8コバルト3.ペンガラ3.マンガン4.

クス10%のとき,多少みられるが,15%, 20% の比率であらかじめ混合細摩した鼓化物を試跋

ではいづれも出なかった。また1121フリット10 7で一番良好であった〔基從袖Bとする(平沖

%のとき表面のとけが少し悪くビンホールが残 

り,20%およびUフラノクス10%Tは白紫の小 

さな實点が残る傾向にある。フラノクスの違い 

による発色の差・および表面のとけ貝合はほと 

んど変わらなかった。

艮石60, MASS15.揪石灰15. 土岐n蛙目10> 

フラックス15))100IC対し,7.10.13.16% 

と3%きざみに添加した。比較のためNSK-M

-700黑の麒料も同じ添加割©で試験した。

表7参照

に対する酸化物全体の添加％が,好ましくない

の好ましくない模様はでない。しかし13,16% 模様の原因であるように思われる。即ち暴礎袖

では多くでる。また7%では表面のとけが悪く 100に対し酸化物の合肝が9%までなら良好な

ビンホールが少し残る。 而となる。しかし7%以下では表面のとけが悪

くビンホールを残す可能性があり酸化文か融剤

これまでの拭駿の結果を総合すると,基礎袖 として働いていることがわかる。また個・の酸

まとめ

及7 酸化物•顔料の添加割合

く結果>酸化物の添加％が7. 9のとき表面

基礎袖 B

混合酸化物

100

7

100

10

100
"・・・

1 3

100
—

16

100 100 100 100

M - 700 — — — - 7 10 13 16
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化物について考えるとコパルト,マンガン,ぺ 

ンガラ共に単独で5%以上の添加は好ましくな 

いように思われる。更にフラックスの違いによ 

る発色および軸面の状態はほとんど変らないよ 

うに思われる。以上で良好な飽黒袖として次の 

調合を得た。

調合を得た。

平津長石60.福島荘石15.鼠石灰15. 土岐口 

蛙目10.フラックス15.酸化コバルト3,二酸 

化マンガン4,ベンガラ3であった。

なお,焼成温度によりフラックスを増減させ
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〔研5 )

合成灰釉による色釉の基礎的試験

研究室 小林康夫

1.まえがき 2.1.2 市販合成七灰,当場合成わら灰および

半磁器製品に使用されるSK 6a〜8の袖藥の び酸化チタニウムを使用し,上記調合試跋を行

研究で,灰袖のもつ軸調を生かし各金属酸化物 

の添加による呈色の試験を行なった。

なお使用した灰類は夭然灰類の分析結果から 

合成わら灰を凋整した。

2.域験方法および峪果

Z1 慕礎軸は予備試駿により土灰40%,わ 

ら灰40%,菱戶長石(特)20%,外割でUフラ 

ックス5%, 土岐口蛙目3%とし,この囲合物 

に各酸化金槌をそれぞれ添加し,機械乳件で湿 

なった結果は次のようである。基礎袖は海鼠状 

の风紋軸であり,各酸化金属の呈色は酸化チタ 

ニウムの影響で青味が増し,責枚がはっきり現 

れている。

2.1.3 市販合成土灰,市販合成わら灰および 

酸化チタニウムを使用し,上記芻合試験を行な 

った結果は次のようである。

基礎仙は乳濫軸であり,各酸化金质の呈色は 

透明性がなく,いずれも,くすんだ色を呈している。

式細字した後,45 x 50 X 7 (皿)の試験体に筆 

塗りして0.1m«のガス炉により,S K 7で酸化 

焼成した。なお酸化金属の配合割合(表1)お 

よび当場合成わら灰の鸠合割合は別記に示す。

2.1.1 市販合成土灰および当場合成わら灰を 

使用し上配韻合試験を行なった結果は次のよう 

2.1.4夭然上灰,天然わら灰および酸化チタ 

ニウムを使用し,上す誠合試験を行なった結果 

は次のとおりである。基礎輸は合成灰を用いた 

時と建って灰味乳濁であり,各酸化金属の呈色 

もそれぞれ灰味がかっており,酸化金属によっ 

ては結晶が一面に出ているものがあり旬点も多踞

である。基礎輸は透明であり,各酸化金顷の呈 2.1.5市販合成土灰,当場合成わら駅,蓋戸

色は现紋および青味がかっている。 長石(特)を三角座標により調合し,酸化金网

合或成

紹从

責味

Uフラックス 5%

L岐口蛭目 3% 外 割

TiOj 2%

Cr, 0s 2%]
｝酸化金柢

NiO 2% 丿

釜戸長石 合成わ慎
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CnO,およびNi〇を添加し,その呈色を調べ

た〇

2.1.6市販合成土灰,当場合成わら灰,釜戸

合成工R

iし戸長石 合成わら灰

艮石(特)を三角座標により調合し,酸化金属 

Cr7O3およびSnOzを添加し,その呈色を調 

べた。

合成土灰5〇%〜20%

合成わら灰25〜50

釜戸長石】5〜55 •

Uフラックス

土岐口蛙目

Cr z 〇3

SnOj

2.1.7 2.1.2の試駿で酸化チタニウムを添加 

することによって各酸化金嵐の発色が青味を增 

したり,斑点がはっきり現れる事が認められた, 

そこで酸化チタニウムによる発色の変化および 

添加Jiの限界を調べる為に次の試験を行なった〇 

基礎袖は市販合成土灰40%,当場合成わら灰 

40%, 釜戸長石(特)20%,外割でUフラブ 

ク5%, 土岐口蛙目3%とした。酸化金属,酸

化チタニウムの添加itおよび結果を次に示す。

、、一一TiCh 添加・ 
酸化金幅

2% 4% 6% 8% 10% 12%

CoO2% + Cra 〇3 2% 面点枚様 

濃 «

斑点紋様

冑

くすんだ

青

失 透

青帯アズキ色

失 透

暗アズキ色

失 透

暗アズキ色

NiO2% + CrzOs 2% 斑点紋様

黄帯緑

斑点紋様 

宵帯禄

うす隊帯

アズキ色

失 透

晞アズキ色

失 透

暗アズキ色

失 透

暗アズキ色

MnO2% + CnOs 2%
斑点紋様 

靑帯紫

くすんだ

青帯灰

くすんだ

うす赤帯灰

くすんだ

灰帯アズキfe

失 透

アズキ色

失 透

アズキ色

FejOsZ% + CraO, 2% 茶帯黄土
賞点紋様 

青帯紫

应点絞様

青地うす緑

斑点紋様

灰育地うす緑

失 透

アズキ色

失 透

アズキ色

上記の結果から酸化チタニウムの添加斌にょ CnOs2%)であり,添加Hも他のものに比ペ

って著しい変化を示すのは(F”O,2% + て8%まで可能であった。
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表1 酸化金塚の配合割合

ヽ NiO 2% MnO2 2% Fe>0,5% C“Os 2% CoO 2% CuO 2%

1 2 3 4 5 6

CuO 2% 7 8 9 10 11

CoO 2% 12 13 14 15

Cr2Os 2 % 16 17 18

FejO3 5 % 19 20

MnO, 2% 21

当場合成わら灰(N0.32)の調合割合

平 津長 石 48.0%

煨 焼滑 石 4.0

石 灰 16.0

朝鮮カオリン 2.0

福 島荏 石 29.0

骨 灰 1.0

まと め

市販合成土灰,合成わら灰,天然土灰,夭然 

わら灰,当場合成わら灰を使って基礎的な色袖 

の試験を行なってきたが,同じ間合割合でも, 

天然の灰類を用いた場合は全体に灰味を懵びて 

おり,なかには結晶が折出しているものもある。 

また市販合成庆類の場合は基礎軸が乳濁してい 

るので必然的に各酸化金博添加試験軸も乳濁し 

て,くすんだ呈色を示している。当場合成わら 

灰と布販合成土灰の場合,基礎輸は透明性の流 

紋があり,各酸化金顷添加試跋袖の中にはこの 

流絞が装飾的な没目をはたしているものが多々 

みうけられた。

今回の試験は合成わら灰のみの調合に報った 

が,今後は土灰も合成とし,また合成の甥合割合 

を変えたものについても試峽を行なう予定である。
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〔研6 )

炉内ふん囲気と釉薬の関係について⑴

L.P.G.焼成における銅赤釉

研究室 佐波平三即

陶磁諛の:8元焼成はふん囲気を的確に知る必 

要がある。当場においては赤万古妬罪などの焼 

成時の炉内還元ふん囲気を知るため,モノ自動 

ガス分析記録装躍を用いて測定してきた。地場 

業界においては,赤万古妬諛以外に還元焼成に 

よる陶磁器の生産もふえる傾向にあると思われ 

る。

今回は連元焼成における銅赤輸の発色試験を 

行なった。その結果について報告する。

銅赤輸

銅赤は軸の粗成と焼成条件が発色に大きく影

響する。銅赤袖の発色は金帽コロイドがガラス

中に析出したものである。

1. 鍋赤軸の3(合率
鴉長石

25〜 30%

fife隹石 25〜 30%

仙土灰 14〜 20%

石灰 3〜 10%

炭酸パリウム1〇〜 15%

カオリン 7〜 12%

硼砂 1〜 2%

亜鉛華 2〜 3%

SqOj 2〜
!添加する金H

CuO 0.5〜
1% J皱化物

2. 土灰の種類

合成土灰(市販)

合成土灰A
｝三窯試製

合成土灰B

合成わら灰

天然わら灰

あく灰

以上6種の灰による発色M駿を行なった。

3•焼成条件

3.I黛炉

〇•1 nfL.P.G 妒

3 2焼成温度•時間

1250-1270 C.11時間

3. 3 ふん囲気濃度

CO + H2 ……1 %〜10 %

3.4 還元期入

900C
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4.焼成結果 亜鉛華 2%
議長石 30% CuO 0.6%

勰珪石 25% SnO2 2%

土 灰 B 19% 上記配合率のものが発色良好であった。

石駅 3% なお還元ふん囲気による焼成について,添加

炭酸バリウム 10% する金质酸化物を変え試駿する予定である。

カオリン 10%

硼砂 1%

-4〇・



〔研7 )

低火度アイボリー磁器の研究

研究室 国枝勝利

1.まえがき

焼成温度1200'C前後の酸化焼成Iはるアイポ 

リー磁器素地の研究を行なった。この沮度付近 

では殖料の多彩な発色が容易に得られ,また四 

日市地区の焼成温度にも通するからである。

一般に】200C以上で焼成する购磁器素地には 

媒溶剤として長石を用い,四日市特産の半碇謂 

も長石を添加している。本研究ではこの半磁階 

素地を基礎とし,畏石・を増加することにより 

1200C酸化焼成で磁化させ,これを基本素地と 

してアイポリー磁器を得ることを目的とした。

2実 験

21白色基本素地の作成

白色給化質の基本素地の作成には,原料とし

図1 基本白色素地孺合率

て,阳右類に河合・滑陶石,艮6には平津長石, 

粘土には本山木節估土を使用した。調合は叫1 

に示す三角囈標に従って行なった。

なお2種の陶Gは別々に使用し,河合陶石使 

用をI系,滑陶台使用を!］系とした。陶石類は 

トロンメルで40時間,長石はポットミルで2日 

間粉眸後乾燥した。木筋估土は入荷のプレスケ 

ーキのまま使用した。各幽合は3虹でポットミ 

ルで1日混合した。

各調合素地の可そ性は図2に示す。木節牯土 

の多いほど可そ性の良いのは当然であるが,陶 

石による差もあり,滑陶石系の方が良い可そ性 

を与える。いづれにしても木節粘土は30%以上

•建い △やや悪い 〇やや良い ◎幾い

(宜字は国Iに村じする)
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は必要である。これらの素地を手おこし成形に 電気炉で1175C6>ら25Cごとに1250Cまで焼成

より約7 x 4 X0.5 (c・)の趾体を作成し, した。その吸水率の結果を嬲3に示す。

図3 試験素地の吸水率(％)



図3から1200'C焼成で長石の多い素地で破化 

することがわかる。この結果と可そ性の両面か 

ら白色基本素地にはI ー何)とD ー恒)を選んだ。

しかしこれらの素地は焼成範囲が1200C以上で 

あるので,火度をやや下げるための試赖を行な 

った。調合は表1に示す。

表1 素地幽合表

\^No.
原州7^ 1 2 3 4 5 6 7 〇 9 10 11 12 1 3 1 4 15 16 17

滑陶石

河合陶石 30

30

30

30

30

30

30

3 0

30

3 0

30

30

30

30

30

30

30

本山木節 30 30 30 30 30 30 3() 30 30 30 3〇 3〇 30 30 30 30

平津長石 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 1() 40 40 40 40

亜鉛華 2 2 2 5 5 5

第2リン酸 
カルシウム 2 5 2 5 2 5 2 2 2 5 5 5

タルク(生) 2 5 8 2 5 8 2 5 8

これらの翌合試験体を1160Cから20Cまで 

焼成した結果,Na8, 9および10が!160Cから 

1220C間で焼固し良好であった。他の瞞合で 

は焼固しても透光性がなかったり,焼成巾が狭 

い等,適当でないことがわひった。また№8, 

9, 10間では透光性や色にほとんど差がないこ

とから,アイポリー色を得るための票本素地と 

しては滑堀石30%,本山木節粘上30%,平津長 

石40%おかびタルク(生)3%をJ8定した。

2.2 アイポリー素地作成試駿

上紀基本素地に表2に示す各種?｝色剤を添加 

した。

表2 アイポリー為色剤添加表

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 3

弁 柄 2 0.2 0.5 0.2 0.5

(W化チタン 0.5 1 0.5 1 2 3

二酸化マンガン 1 2 1 1 0.5 0.5

Cr Pb-Ti 黄
(顔料)

0.3

これら肴色剤添加素地を!160C-1240CT焼

成した結果次のことがわかった。加1,2は色

剧が悪い,また№3〜№6は白色で可そ性が悪 

くなる。№7〜旧12は色調はアイポリー調であ
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るが素地がプクを生ずる。これは二酸化マンガ 

ンによるものであろう。№113は良いアイポリー 

関を示し,焼成覧囲も1160C〜1220Cと広い。

しかしゃや透光性は塵かった。

3•まとめ

以上の各拭験からアイポI)-K8Sの帰合とし

ては滑陶石(おそらく河合陶石でも可)30%, 

本山木節帖土30為,平津長石40%,タルク(生) 

3%廁後およびチタン員(顔料)0.3%が良い 

ことがわかったが,透光性にやや難点があり, 

更に研究を進める予定である。
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〔研8 )

対 応 研 究

対応研究とは陶磁器製造過程においていろい 

ろの欠点が生じてきた場合や,新趣製品の関発 

等について業界の意向が主体制になる小風模な 

研究である。

1•滋賀粘土の利用研究

(対象急須製造業看)

1.1まえがき

当地方の特産のっである赤万古素地に使用 

されている含鉄tt tfiiの鉱域がとほしく品質の 

パラッキも著しくなって吉たので,新しく(W発 

された滋賀粘土を利用しようとこころみた。ま 

た多紙に生産されている植木鉢秦地にも利用す 

るための検討を行なったので,それらの経過に 

ついて報告する。

研究室 岡奔良次

1.2 滋賀粘土の段要

1.2.I産出状況

鉱山は灘賀娃栗太郡栗東町の名神而速道路治 

いにあり,外観の呈色状況により3種類に分類 

される。

上极部は黄茶色を呈した粘土(以下これを滋 

賞黄土と呼ぶ)で,その下桝部にやや黑味を帯 

びた粘土 (以下これを滋！y烏泥土と呼ぷ)があ 

り,その中に带状で青色を呈した粘土(以下こ 

れを滋fif占粘土と呼ぷ)が産出される。

1.2.2性 状

«1,表2に試対の化学分析儀と耐火度およ 

び小型テストビースを或形してI150C 01•、で焼 

成し,それらの性状を示す。

R1 化学分析値と耐火度

SiOa AhO, FejOs CaO MgO KiO Na2O lg.Los» Total SK

滋賀黄土 64.62 17.49 6.47 0.62 1.33 2.36 1.24 5.44 99.57 10

滋賀烏泥土 58.15 21.31 7.34 0.67 2.26 3.22 1.26 6.27 100.48 9

位賀胄粘土 63.02 19.13 6.22 0.45 1.85 2.40 1.30 5.59 99.96 8

表2 焼成後の性状

全収縮率例 吸水率场) 呈 色

m w & ± 15.4 〇 茶

滋賀烏泥土 9.2 〇 茶

滋cr肯佔土 13.8 〇 黒味を帯びた茶
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1.3 赤万古素地への利用

現在生産されている製品より見劣らず,でき 

たらすぐれた製品になるように各種の配合試駿 

をした。今業界で使用されている代表的な坏土 

は富貴黄土,瀬戸赤木節,垂坂宵帖土,垂坂白 

粘土を適盘づつ配合して製土されていて,その 

実験式は次のとおりである。

0.11 KjO
0.07 NazO 0.81 AliOs I 4.54 SiOj 
0.03 CaO 0.19 Fe2O3 J 0.03 TiOj 
0.11 MgO

これらの粘土のうち富貴黄土を滋賀黄土に, 

垂坂肴粘土を滋賀青粘土に置換して配合試験を 

行なった。滋賀黄土の置換最は〇〜40%,滋賀 

青估土の5S換蟻は〇〜20%の範囲内で配合し, 

ガス炉で1150'CR F焼成した。それらの性状を 

表3にホす〇

表3 焼成後の性状

全収縮率(%) 吸水率(％) 外 観

滋買黄土で置換した 
グ ル ー プ

17.9 〜18.3 〇 黒い茶灰

滋賀黄土,滋賀斉粘土で 
置換したグルーブ

17.9 〜18.7 〇

比 較 試 料 17.8 〇 99

1.4 植木鉢素地への利用

1.4.1配合の基本的な考え方

(1) 安価な原料を利用する。

(2) 吸水率は1%前後で〇%にならない。

(3) 全収縮率は10%前後でできるだけ小さく

する。

(4) 焼成温度は1100C〜1150Cの範囲にする。

成賞烏泥土を利用し以上の4項目を満足でき 

るような素地を作ることにした。

1.4.2鼓終的に選定した諸原料

利用できそうな多数の原料を収集し,何柿出 

かの配合試駿を行なった結果,表4に示すよう 

な原料を選定した。

表4 各原时の概況

概 況 耐火度(SK)

滋賀烏泥土 表1,表2に示す。

赤 木 節 岐阜眼産で現在赤万古素地に利用 29

プレス帖土 タイル素地のくず土を集めてプレスした估土 13

美濃 木 節 現在半磁器並素地に利用 33

東邦蛙 目 三直県産でけい砂を取った残りの粘土 28
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1.4.3 配合範囲と焼成後の性状 図2 酸化金属の紀合割合

図1 配合範囲

由債・芜土 50%
赤木部50%

プレス帖土 矢・木・50%
Q网魅目50%

表5 焼成後の性状

全収縮率国 吸水率W 杲色

1100セ焼成 12〇〜 15.0 0.1〜5.5 加M

II50X焼成 12.〇〜 160 〇 ～ 3 9 K 色

1.4.1に示した4項目を満足さすために配合 

瓜験をした苑囲は営1のとおりである。

それらの試利を1100 c.1150COFで焼成し, 

その性状は表5に示してある。これらの中で当 

初の目標に一番近い配合割合は,滋賀.烏泥土15 

%,赤木節15%,美版木節10%,東邦ft010%, 

プレス估上50%である。

1.4.4 酸化佥横によるむ色

図2に示す三角座標から全般的に21点を取り, 

それらの着色剤を前項に示した割合の素地に5 

%づつ添加し,1130COFで焼成した。その発 

色状態を図3に示す。

図3 為色状態

1.5まとめ

(1) 赤万古素地の配合,現配合と沮钗黄土, 

滋賀青粘土との黄換試験を行なったが,全体を 

通じて収縮率がやや増加するが,焼成後の外観 

は比較試料と区別がつかないくらいであり,こ 

れらの粘上を利用して配合することが可能だと 

恩われる。

(2) 植木鉢素地の場合,低&•位の原料を中心 

として易本になる植木鉢素地を作り,それに酸 

化金属を添加することにより色々な色黑の素地 

を作ることができた。
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2. 土錢の焼成過程における欠点

防止の研究

(対象土纖榮造業若)

2.1まえかき

当地方の特産の一つであるべタライト入り土 

編を焼成する過程に素地がはじける(3〜8“ 

位の円锥形にはじけ中心部に必ず1“舸後の白 

色粉末のかたまりがある)現象が時々発生する。 

いったん発生したら一窯全部におよぶ時もあり. 

いつ発生するか予測七っかず困っている。しか 

し叟土方法が湿式ミル配合の場合と,ろくろ成 

形の場合は発生しない。!»掉配合(攪样糟に水 

ひ木節とiSfitの水,水ガラスを入れ,度拝して 

あらかじめ泥しよう状態にしてから若80ペタラ 

イト份末を入れ泥しようを作る)で鈴込み成形 

した場合にのみ発生している。この原因を究明 

するために各欄の実験を行なったので,順序に 

したがって報告する。

Z2 実 験

2.2.1はじけ現象の料現

過去の経験からペタライト汾末中に焼成酒程 

ではじける鉱物が混入しているものと仮定して,当 

場の(«速・拌加圧K込み装實で児しようを作り 

土耕を成形し跋料とした。使用した原料は餐造 

業者で使用していて,はじけ現象が無散に発生 

した缺料を使用した。その粘果無数にはじける 

と思われたが,わずかにはじけ現象のこん跡ら 

しいのを・8めただけであった。このことは,製 

造業者と当場の！»洋装置の差により,当埸の埸合は 

ある程度完全に»・拝されていたからであろうと 

勇えられる。

2.2.2 はじけ現象の発生温度の検討

はじける可能性のある試料を用いて小型電気 

炉で測定しな。最初600lから始めC30Cずつ温度 

を下げながら新しい試料を入れ,はじけ始める 

温度を誠ぺた。その結果34〇〜370でではじける 

試対は全部はじけて,この沮度ではじけない試 

料はそれ以降温度を上下してもはじけないこと 

がわかった〇

2.2.3 X線回折装冠での検討

はじけた中心部の白色部分を集めてX編回折 

装置で測定した結果,検出された紘物はa~G 

英,ペタライト,カリ長石,aースポジュメン 

であり,当然素地中に含まれている鉱物であり, 

はじけ現象の厥因と考えられる鉱物は検出され 

なかった。

2.2.4原料中に混入が子想される鉱物の検 

討

ベタライト原紋中に混任していると考えられ 

る鉱物と,原紙の粉砕遇伸で混入が考えられる 

鉱物として,ベタライトの粗独.スポジュメンの粗 

K.ユークリブタイトの粗纹,マイカの粗检, 

けい石の粗检,コレマナイトの粗粒•けい石と 

ペタライトの徴布混合物のかたまり,以上7種 

類を同一条件で誠整した泥しよう中にごく少・ 

ずつ添加して加圧耕込み成形により土纖を成形 

し,800Cで焼成した。その結果コレマイトの 

粗雄を添加した試料のみ全州に無8(のはじけ 

現象がおった。コレマイトの粗段が入っている 

とこのような现象が粗ることがわかったので, 

徴检の状態で混入していても担るだろうかと思 

い149“以下の連植检子附末を少量添加して鈍 

込み成形した。その結果粗"にくらべると問aa 

とならない程度であるがはじけ現象が蛆った。
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同じ泥しようをボットミルで24 hr粉砕し,铸込 

み成形したところ,はじけ現象は起らなかった〇

2.2.5徴小電子走査型34光Xlft分析装置で 

の検討

この装置によりはじいた中心部の白色部分を 

測定した。その結果カルシ「ー厶が主成分でほ 

う素が多量にありそのほかりん,けい素,硫黄, 

アルミニュームが徴缺と含まれていることがわ 

かった〇

Z3 まとめ

(1) 2.2.4の結果により素地中にコレマナイ 

卜が混入しているとはじけ現象が起ることがわ 

かった。コレマナイトが混入していても徴粒子 

の場合ははじけ現象は起りにくい。しかし微粒 

子でも「ままこ」の状態で混入しているとはじ 

け現象は起る。

(2) コレマイトを焼成していくと結晶水が放 

出される,その時御込み成形の場合,素地表面 

かち密であり,水分が素地外に放出されにくい 

から素地と共にはじけるものと思われる。素地 

の表面が粗の場合(ろくろ成形,踌込み成形で 

も表面をけずった場合)は放出された水分は素 

地の間げきをとおって素地外に放出されるので 

はじけないものと思われる。

(3) 2.2.5の結果から想定される紘物として 

コレマイトが考えられる。

(4) 防止対策としてコレマイトの混入してい 

る原料は使用しないこと。しかし選別すること 

がほとんど不可能であるから,トロンメルで婴 

土するか,農拌の場合は「ままこ」状態が起ら 

ないように+分に混合することにより防止でき 

ると思われる。

〔啓辞)

本研究に対し,多大の協力と指導をいただい 

た名古屋工業技術試款所,兵庫県立工業試験場, 

金生興業㈱および日陶産業㈱の方々に深く感源 

する。

〔追£)

本研究の一部に当場と金生興業㈱,当場と日 

陶産案㈱との共同研究をした部分を含む。
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〔研9 )

製品デザインと装飾技法の研究

研究宝 三它清路•北川幸治•松本衆司

1•まえがき

前年度から魅穢して,花器,食器類を中心に 

試作研究を行なった。四日市地域における製造 

品種け多牌多様であり,試作計画の兩点をどこ 

におくかは今後も課題として雄縦して行くと 

われるが,本年度は前年度と同じく,敦柿の厶 

材を設定し,恭礎的実験に噸点をおいてデザイン 

を進めた〇以卜にそのおもな試作父の内容を紀す

2内 容

2.1テーマ組み皿(写貝1)

2.1.!目的高火度一彩の食器への応用

2.1.2軽過それぞれの照の大きさは,多用 

途にこじられるように配慮した。

本地•妬器

成形•手ろくろ

及飾法•白化段,戦略り

焼成• S K8 OFガス炉

2.1.3構成

1M13点人• 235X深16(响)中・ 185

x 深 35 (mo)小•140 X 深 60 (nun)

22 テーマ 紐ポール(写臭2)

2.2.1目的袖の函ねかけの劾果の試Hとこ 

れによる試作。

222桂過 多用途に使用できるフラフトな 

面をもつ聘を設定し下絵軸を行なった。

VA2

素地•半組器

成形•手ろくろ
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装飾法•下絵軸彰,スクリーン転写と手描き 写真3

の併用

焼成• S K6 aO F«^炉

2.2.3 構成

I組6点(大1.小5 )3組 大• 200 x深

56 (mn)小•155 X 深 54(・・)

Z3 テーマ容胡(写真3)

2.3.I目的各兩乗味,収納保0用 

の容器

2. 3.2経過同一の基本形憩に対し,矗の 

つまみと施軸法の変化による増単を区みた。

素地・半ifi器

成形•手ろくろ

岐飾法・各梯鉄輸浸し擀け

焼成• S K6 a 0 F電気炉

2.3.3 構成

単品容器 !45 x高135 (岫)10積

2.4 テーマ ティーセフト(孕页4 ) 

2.4.1目的中火度鉄袖の食器への序用

2.4.2 経過ティーポット,カンフ・のハン 

ドルの樓能性を考慮し,袖の濃淡による変化を

装飾に取り入れるように造形した。

素地・半磁器

成形•手ろくろ

吸飾法・鉄赤軸

焼成• S K6 a 0 F整気炉

2.4.3 拂成 ティーポン!■100 x應150如.) 

力 >7 80 X,® 70(mm)ソーナー156(叩) 

シュガーポット!20 XA80 (■■)クリーマー90 

Xift77 (om)各 3 間

2.5 テーマキャニスター(与真5)

2.5.1目的テーマ4に同じ

写典4

写與5
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2.5.2 経過 積み載ねが可能で,手造りの

こん跡を度す造形を行なった。

素地・半磁器

成形•手ろくろ

装飾法・各種鉄袖浸し掛け

焼成• S K 6 « 0 F甫気炉

2.5.3構成 単品キャニスタ-125x^68

2.6 テーマ組皿(卒真6)

2. 6.i目的 ・磁階による還元焼成の食器

2.6.2経過異質の袖の対比により,器の

性格を強綢した。

素地・半4B38

成形•『ろくろ

装飾法・白マット輸’鉄砂軸の掛け分け

焼成•SK8Rドガス炉

2.6.3 構成 朝食!1U255 x深25(皿)スー

■7on 200 X 深 30 (mm)ポール175 x 深 55(mm)

27 テーマキャセロール(づ真7)

2. 7.I目的土遇の生幡形態を応用した内 

地向の耐熱食器

2. 7.2経過あたたかく,やわらかみのあ 

る形態を求めた“

素地・ベタライト系耐熱素地

成形•手ろくろ

技飾法・鉄砂軸

焼成•SK6aOF»気炉

2.7.3 構成 単品キャセロール210 x A 95

(ata) 5種

2.8 テーマ キャセロール(写真8 )

2.8.1目的,、ンドクラフト的形状とRF

写貝6

写貝7

与貝8

焼成による材日感の覇和
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2.8.2経過基本形態に平易な手作粟によ 写貞9

る数・!のハンドルを付加増殖を行なった。

素地・ベタライト系耐熱素地

成形•手ろくろ

装飾法•各種鉄輸

2. 8. 3 構成 単航キャセロール180XR125

(■■) 5 M

花器(写真9.10 )

2.9.I目的 新建製品の開発

2.9.2経過 小型で有機的な形態を求めた。

素地・半砥器

成形•御込み

験紡法•鉄袖

焼成•SK6aOF«^炉

心花器5種2.9.3 構成

花器(写真!1)

2.10.1目的 当試開発の花階用帖土による

クラフト厦品

2.10.2経過 一定・の估七により円尙を成

形し,・づくりに多様な変化を与えた。

素地•三窯試花器用粘上

成形•手ろくろ

箋飾法•白マット輸スブレー掛け

焼成•SK9RFガス炉

2.10. 3構成 単从花胡5種

2.11テーマ 貫物(写真12 )

2.11.1目的 干支(えと)の製作

2.11.2経通 例年行なっている『支の整作

をパノケージデザインも含めて試作した。

2.9 テーマ

焼成•SK6aRドガス炉

素地•半!8器

成形•絢込み

写貞10

写真11



装飾法•各植色軸

焼成• SK6 aOFIS気炉

2.11.3 構成 単品黄場!65 x 65x«85(b^

写真!2

3•あとがき

以上が今年度の試作研究の概要であるが,C 

の他にグラタンセフト,コーヒーポット単品. 

多用途机み皿・手造り丑謂Kも試作した。これ 

らの試作品は,図面のみによる22点とともに. 

昭私50年3月13日,当場において展不発表した.
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〔研10 )

伊賀焼新趣製品の開発(第2報)

山本三郎•谷本簡四即•熊野義雄

2.2.2 軽過 土縄の造形は2.1.1と同じで1.まえがき

舸年度に引き続き,大衆消費社会に愛される あるが,白袖の下に鉄驗を施し,伊賀土綱の新

农晶とした。

と土感袖との顕和を2.1.1目的 せた造形と,土駅軸の施輸方法を変化させ,美

考えた作品で,実生活に合うような兼用上錦を 的効果をあげるように工夫した。

目的とした。 素地 土纖…耐熱陶芻

取り皿等…妬盈

を広げるように造形し,伊賀上の特徴を生かす 成形 手ろくろ

施軸方法を工夫した。 土灰軸施袖

の綢和を試みた。 の変りに意匠的な木の葉,魚,具等をつけたも
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2.1.2経通 土鍋は深形にして用途苑囲

伊賀焼新趣製品の閲発を目標とした試作研究を

行なった。 素地 土鍋… 耐熱陶器

前報’)では形状ならびに旄軸方法について検 取り皿••・店器

討し,その成果をまとめた。本年度は酎熱製品. 成形 手ろくろ

や食器製品の中で、伊賀焼の伝統と伊賀:tの特 装飾法 鉄絵を®,石取袖施袖

徴を生かした手法を研究し,試作を行なった。 焼成 1230 C OF i»油炉

次にそれら試作品のうち,おもなものをまとめ 2.2.3 構成 土鍋•取り皿

て報告する。 2.3 テーマ すき焼セット(写真3 )

2•内 容 2.3.1 目的 新經伊賞焼セットの試作

2.1テーマ 伊賀焼iiセット(写貝1) 2.3.2 軽遇 手造りのイメージを01先さ

装飾法

素地 土at •-耐熱陶階 焼成 1250 C RF 取油炉

取り皿,だし入れ…妬器 2.3.3 M( 成 土縁,取り皿,肉皿,野柔

成形 手ろくろ 鉢,砂精入れ,しょ う油差し。

装飾法 土灰軸旖輸 2.4 テーマ 新!®土鍋(写真4～9 )

焼成 1250 tRF•油炉 2.4.1目的 当地区主力製品である土斜

2.1.3. 棉成 上鍋,取り皿,だし入れ。 の新製品開発を目的とした。

Z2 う•・ーマ 白軸螺セット(写真2 ) 2.4.2軽過 土 !！の胴の形状を変えたも

2.2.1 目的 伊賀土に対する白軸と鉄检 の,舸にくし目文様を入れたもの,またとつ手



2.7.2経過 素地土の特性と伊”焼の伝

のなどを試作した。 統を生かした造形,装飾技法により新製品を作

素地 耐熱陶界 った〇

成形 手ろくろ 素地 C8

装飾法 土灰甑石灰袖,天目袖施袖 成形 手ろくろ

成 1230C OFと1250 C RF•近油炉 装飾法 土灰輸施軸

2. 5 テーマ 灰袖土崎 扱軸ぞうすい 焼成 1250 C RF賞油炉

堆(写真 10.11.12 ) 2.7.3 構成 販茶碗•汁碗,刺身皿,つ

2.5.1 目的 手造りの味と袖の美的効!R き出し皿・ 番茶器セット,集ヂ鉢,銘々m. .ft

をねらった。 舞セット, 帝・き,漬物セワト,角皿,茶こし

2.5.2 軽過 伊賀風上組とゆきひら關に 受け。

よる形状で,手造りの感じを出した。また施輸 28 iドーマ 绑4入れ(写R28)

には袖の美的な面に留意し,より美しい効果を 2.8.1 目的 手造りの味を生かした伊賀

発揮するように丄夫した。 焼新製品を目的とした。

素地 酎熱陶器 2.8.2 経通 伊！?風七疆とゆきひらを小

成形 手ろくろ さくした形状の器を作り,土灰輸,XHtt.マ

焼成 1250 C RK«油炉焼成 ット軸を施釉した。

26 テーマ たまご焼(写贞13.14 ) 成形 手ろくろ

2.6.1 目的 手造りの味を強胃した実用 魅倫法 土灰軸・天目軸・チタンマ,1•袖施

的製品を試みた。 輸

2.6.2 伊覧風上場と京風変形tat 成 1250C RF或油炉

の造形で実用製品を目ざした。 3. あとがき

素地 以上が試作研究の槌妾であるが,これら試作

成形 手ろくろ 品は昭和50年1月28日当試伊賀分場に於て度

技飾法 鉄絵文様に石灰軸施袖,あめ輸施袖, 示発表し, 指尊に移した。

焼成 12301C OF藏油炉 〔文献:；

2. 7 テーマ 伊由焼和食譯(写真16〜Z7. 1)山本一•郎・谷本薛パ瑯•熊野莪雄 三窯

29 ) 拭帽,8. 65(1973)

2.7.1 目的一見伊債焼であることを強

為した和食器製品を試みた。
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